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近年、バリアフリーやユニバーサルデザインといっ

た言葉をよく聞くようになり、高齢者や身体障害

者の住まいの安全性や使い勝手は飛躍的に向上し

ました。

一方、知的・発達障害のある子どもの住まいにつ

いては、調査や研究が少なく、その実態さえもよ

くわかっていないのが実情です。

「玄関から急に飛び出して行方不明になった」「コ

ンロの火を間近で眺めていて、まぶたをヤケドし

た」「興奮してテレビを叩いて、液晶画面が割れた」

「飛び跳ねる音がうるさくて階下の人からクレーム

をうけた」等々、知的・発達障害のある子どもの

行動と住まいの環境があっていないと、子どもの

命に関わる大きな事故につながったり、親のスト

レスが増大するなど深刻な問題になりかねません。

そこで私たちは、これまで横浜市総合リハビリテー

ションセンターが住宅相談に関わってきた事例を

紹介しながら、知的・発達障害のある子どもの住

まいを考えていきたいと思い、このパンフレット

を制作しました。少しでも参考になれば幸いです。
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